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小中学生の蓄積的疲労と日常生活習慣の関連についての検討
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I.は じ め に

元気な子どもたちと「疲労」とは一見結びつきにく

い関係にあると思われるが,日本では,多くの小中学

生が日常的に疲労感を訴えているという報告が散見さ

れる。厚生労働省が実施している国民生活基礎調査1)

によると,何らかの自覚症状のある5歳~14歳の子ど

もの割合は年々増加し,平成7年に16.5%であったも

のが,平成10年には17.5%,平成13年には21.1%となっ

ている。自覚症状のうち最も多い愁訴は,男女とも「鼻

水・鼻づまり」であるが,「頭痛」や「腹痛」,あるい

は「全身がだるい」といった不定愁訴も目立っている。

一方,塾や習い事の増加や,早朝練習などに代表さ

れる部活動による過労,また毎日テレビゲームにのめ

り込む子どもも多く見られ,最近の小中学生は,かつ

てに比べ,確かに多忙である2)｡そのため小学生の睡眠

時間は, 1970年代に比べ1990年代は約40分減少してい

ると報告されている3)。

「疲労」は人間が何らかの活動をすることで生じ,

休息や睡眠によって回復するものである4)。子どもた

ちの「多忙」は明らかに疲労感を生み,それが回復し

きれずに蓄積すると慢性的な疲労状態となる。しかし,

小中学生における慢性疲労(蓄積的疲労)の実態は,

未だ明らかではない。

本研究では,産業保健の分野で利用されている「蓄

積的疲労徴候調査票(CFSI)」5)を,小学生・中学

生向けに改変して実施し,さらに彼らの睡眠や食生活,

塾や部活動の実態などの日常生活に関する調査を並行

して行なった。これらから,小中学生の蓄積的疲労と

日常生活習慣の関連を検討した。

II.研 究 方 法

対象は,愛知県下の2つの小学校の生徒245名(6年

生男子126名,女子119名)と,愛知県下の1つの中学

校の生徒453名(1年生から3年生男子242名,女子211

名)の合計698名である｡1994年5月から6月にかけて,

労働科学研究所が開発した「蓄積的疲労徴候調査票(C

FSI)」を小中学生向きに改変したもの(具体的には,

「仕事」の設問を「勉強」,「職場」の設問を「学校」

などに変更し,さらにできるだけ子どもの理解できる

表現に変えたもの)と,睡眠や食生活,塾や部活動の

実態などの日常生活に関する調査を,自記式質問紙調

査法を用いて行った。 CFS Iの設問は全部で81項

目あり,近ごろの自分がたとえば「このごろ食欲がな

い」にあてはまる場合は(○),あてはまらないときは

(x)で答える形式である。原典では5),労働者を対象

とした因子分析の結果に基づいて,各質問はあらかじ

め8つの特性区分に分類されており,蓄積疲労度は,

それぞれの項目の(○)数を集計して算出することに

なっているが,本調査では対象が小中学生であり,設

問もかなり変更しているため,今回はあらためて,本

集計をもとに因子分析を行って検討することとした。

一方,生活習慣についての調査では,起床時刻はい

つごろか,1日にテレビをどのくらいみるか,就寝時

間はいつごろか,睡眠時間は何時間ぐらいか,朝食は

毎日食べるかどうか,自由時間はあるかないか,1日

に家で勉強をどのくらいするか,塾に通っているかど

うか,部活動は運動部か文化部か,部活動は積極的に

取り組んでいるかどうかの10項目を主な分析項目と

し, CFS Iの結果との関連を検討した。

なお,調査集計および統計解析には,統計パッケー

ジソフト「HALBAU ver.5」6)を用いて行った。

IⅡ｡結 果

小学6年生から中学3年生の男女計698名のデータ

を用いて, CFS Iの81項目を変数として因子分析を

行った。抽出した因子数は,いくつかのパターンで累

積寄与率の変化と因子の解釈を検討した結果,6つの

因子を選択した。表1は,本調査におけるバリマック

ス回転後の因子負荷量を1~6の各因子ごとに記載し

たものである。因子負荷量は,主因子法により共通性

の推定値をSMC(重相関係数の2乗)として反復推

定した7)値である。-1から1までの値をとり,正であ

れ負であれ絶対値が大きい場合は,その質問にその因

子が影響を受けていることを示す。表1の中の下線の

数値は,因子負荷量の絶対値が大きいにの場合は0.

350以上とした)ことを示している。

「因子1」は「目が疲れる」「全身がだるい」「体の

ふしぶしがいたい」「足がだるい」などの一般的な疲労

症状の因子負荷量が高く,また「疲れがとれない」「朝

起きたときでも疲れを感ずる」などの慢性疲労感も高

いため,〈一般的および蓄積的疲労感〉と解釈した。「因

-67-



古 田 真 司

表1.因子分析の結果(バリマックス回転後の因子負荷量)
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表2.校種および性別と蓄積的疲労因子との関連

子2」は,「心配事がある」「自分かいやでしょうがな

い」「ささいなことが気になる」などから<精神的な不

安感〉と解釈した。「因子3」は,「勉強が手につかな

い」「何となく気力がない」「学校の勉強に興味がなく

なった」「すく気力がなくなる」などからく勉強に対す

る意欲低下〉と解釈した。「因子4」は「何をやっても

楽しくない」「今の学校を早く変わりたい」「学校の雰

囲気が暗い」「生きていておもしろいことはない」など

で,精神的な愁訴のうち特に<抑うつ感(気分の停滞

感)〉を示していると解釈した。「因子5」は,「学校の

勉強がつまらない」「通学するのがつらい」「授業中疲

れる」など〈学校に対する不満〉の因子と解釈した。

「因子6」は,「言葉づかいがあらい」「イライラする」

「腹が立つ」など<イライラの状態〉と解釈した。

因子分析の結果から,各設問の重み係数を算出し,

各対象者の回答の仕方からそれぞれ因子得点を算出し

た7)｡因子得点は全体の平均が0,分散が1で標準化さ

れており,プラスが大きいほどその因子が示す傾向が

強く,マイナスが大きいほどその傾向が少ないことを

示している。表2に,校種(小・中の別)と性別の違

いによる各因子の因子得点の差を,2元配置分散分析

により検討したものを示す。「因子1(疲労感)」は小

学生女子が高く,小学生男子が低いという特徴がでて

いた。しかし中学生では男女差が見られなかった。「因

子2(不安感)」は明らかに男女差が見られ,女子の方

が男子より有意に高かった。「因子3(勉強意欲低下)」

は校種や性別による違いは認めず,「因子4(抑うつ

-

感)」は小学生の方が高い校種の差を見いだした。「因

子5(学校への不満)」も小学生が中学生より有意に高

く,「因子6(イライラ感)」は男子より女子の方が有

意に高かった。

表3は,小学生男子の蓄積的疲労因子と主な生活習

慣と関連を示した。生活習慣の分類ごとに各因子の因

子得点平均値を分散分析(一部t検定)で比較したも

のである。これによると,小学生男子の疲労感(因子

1)に強い関連をもつのが朝食と自由時間で,それぞ

れ,朝食の欠食がある児童,自由時間がないと答えた

児童の疲労感が強くなっていた。不安感(因子2)が

強いのは起床時刻が6時前の児童,睡眠時間が短い児

童に多く,自宅での勉強時間は1時間を超える群の平

均値が高かった。抑うつ感(因子4)はやはり起床時

刻が6時前の児童の平均値が高かったが,その他の生

活習慣とは関連がなかった。勉強の意欲低下(因子3)

は塾に通っていない児童に高く,学校に対する不満(因

子5)は朝食の欠食がある児童と自宅での勉強時間が

ほとんどないかまたは1時間を超える群に高かった。

イライラ感(因子6)は睡眠時間が短い児童がやや高

かったが有意ではなかった。

表4は,小学生女子の蓄積的疲労因子と主な生活習

慣と関連である。全般的に生活習慣との関連性が低い

項目が多く,勉強時間がほとんどない児童に勉強意欲

の低下(因子4)が見られる点と朝食の欠食がある児

童のイライラ感(因子6)が高かった点のみが有意で

あった。
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表3.主な生活習慣と蓄積的疲労因子の関係(小学生・男子の場合)

表4.主な生活習慣と蓄積的疲労因子の関係(小学生・女子の場合)
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表5.主な生活習慣と蓄積的疲労因子の関係(中学生・男子の場合)

表6.主な生活習慣と蓄積的疲労因子の関係(中学生・女子の場合)
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表5では,中学生男子の蓄積的疲労因子と主な生活

習慣と関連を示した。疲労感(因子1)に強い関連を

もつのは,小学生男子と同様の朝食と自由時間で,そ

れぞれ,朝食の欠食がある生徒,自由時間がないと答

えた生徒の疲労感が強くなっていた。不安感(因子2)

との関連では小学生男子と異なり,睡眠との関連はあ

まりなくむしろ部活動との関連が見られた｡すなわち,

運動部であることと部活動が積極的であることが,不

安感がより小さい要因となっていた。抑うつ感(因子

4)は勉強時間が長い生徒や塾通いの生徒にやや高い

傾向が見られたが有意ではなかった。勉強の意欲低下

(因子3)は勉強時間が少ないほど高く,部活動に積

極的でない者も高かった。学校に対する不満(因子5)

は,起床時刻が6時前か7時以降の群が高く,朝食の

欠食がある生徒,自由時間がないと答えた生徒,自宅

での勉強時間がほとんどないと答えた生徒も有意に高

かった。イライラ感(因子6)は朝食の欠食がある生

徒の方がいつも食べる生徒より有意に高かった。

表6は,中学生女子の蓄積的疲労因子と主な生活習

慣と関連を示した。疲労感(因子1)が強いのは起床

時刻が6時前の生徒,自由時間がないと答えて生徒で

あった。不安感(因子2)との関連では,睡眠時間が

少ない(7時間未満)と多い(8時間以上)群に高い

傾向が見られた。さらに中学生男子と同様,運動部で

ない,部活動が積極的でないと不安感がより強かった。

抑うつ感(因子4)は,起床時刻が6時前の生徒が有

意に高く,テレビ視聴時間は1時間以下と3時間を超

える群がやや高かった。勉強の意欲低下(因子3)は

男子中学生と同様,勉強時間が少ないほど高く,部活

動に積極的でない者も高かった｡学校に対する不満(因

子5)は朝食の欠食がある生徒,自由時間がないと答

えた生徒に高かった。また,運動部であることや部活

動に積極的であることは,この因子を高める傾向に

あった。イライラ感(因子6)は中学生男子と同様,

朝食の欠食がある生徒の方が高かった。

IV.考 察

因子1(一般的および蓄積的疲労感)は本研究の主

題である蓄積的疲労を代表する因子である。多忙や不

規則な生活がもたらす慢性的な疲労感が,多数の不定

愁訴となって表れ,因子得点が高くなる。今回は小学

生男子および中学生男女では,自由時間がないと答え

た群の疲労感が強いという結果が得られた。また男子

では小学生中学生とも朝食との関連が示唆されたが,

朝食の欠食は不規則な生活や家庭生活の不安定さを暗

示しており,単に朝食を欠くとエネルギー不足で疲労

するという単純な図式で説明するには無理がある。一

方,疲労感を中心とした多愁訴は,自律神経系の不安

定な状況からも生まれることが知られている8)。思春

期には身体的に第二次性徴がみられるが,性ホルモン

の分泌もまだ安定した状態ではなく,精神的にも不安

定なため,様々な愁訴となって現れている可能性もあ

る。事実,この因子は他の因子と異なり,小学生の女

子が高く小学生の男子が低いという特徴があり,この

男女差は中学生になるとなくなっていた。小学生女子

の方が男子に比べ思春期の訪れが早いことは周知の事

実であり,小学生女子の疲労感はその影響を強く受け

ているとも考えられる。そのため他のグループと異な

り,因子1と生活習慣との間には有意な関連は認めら

れなかった。

精神的な疲労感である,因子2(不安感)と因子4

(抑うつ感)は,起床時刻が早い場合や睡眠時間が少

ない場合に高くなる傾向が見られたが,校種や性別で

やや傾向が異なっていた。一方,部活動は,中学生に

おいては運動部であることや,より積極的である場合

に因子2(不安感)を低減している現状が明らかとなっ

た。中学校における部活動の功罪については,議論の

あるところであるが,「心配事がある」「自分がいやで

しょうがない」「ささいなことが気になる」などの漠然

とした不安感の軽減に有効であることは示されたとい

えよう。しかし一方で,同じ運動部であることと部活

動に積極的であることが,中学生女子の場合,因子5

(学校に対する不満)を有意に高めていることは特記

すべきである｡因子5では,この他にいくつかのグルー

プで朝食,自由時間,自宅での勉強時間との関連を認

めた。全体として自由時間がない群が学校に対し批判

的であった｡自由時間がないと心のゆとりがなくなり,

攻撃的になりやすく,批判的な感情も生まれてくるも

のと思われる。また,勉強を殆どしない群が学校に対

し批判的であった。家で勉強をしないために,学校で

の勉強が,喜びどころか苦役になっている子どもが増

えている9)と考えられ,それが学校に対する批判と

なって現れるものと思われる。最近では,いわゆる「ゆ

とり教育」により学校での学習時間が減少しているが,

さらに学習塾を含めた学外での学習時間も減りつつあ

る10)。家で全く学習しない子どもの数も1992年を境に

増加に転じ, 1998年で,小学5年の22.7%,中学2年

生の43.2%にのぼっていることが明らかとなってい

る10)。今後これらの児童・生徒の動向が注目される。

因子6(イライラ状態)は,近年注目されるように

なったいわゆる「きれる」状態との関連が強いと思わ

れる因子である。しかし今回の調査では,男子よりも

女子の方が高い傾向にあり,実際に事件となるような

事例に男子が多いことを考慮すると,イライラするこ

とが即,きれる状態になるわけではないことを示唆し

ているかもしれない。生活習慣では,朝食との関連が

強く,朝食の欠食がある群のイライラの状態が高い傾

向を示した。朝食を抜くときれやすいという論調の報

告はいくつかあるが,朝食の欠食は,子どもの不規則

な生活や家庭生活の不安定さを示すバロメータである
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とも言えるため,朝食と疲労の関係はさらに慎重な検

討が必要と思われる。

V.ま と め

愛知県下の2つの小学校の生徒245名(6年生)と1

つの中学校の生徒453名(1~3年生)の合計698名を

対象に,である産業保健の分野で利用されている「蓄

積的疲労徴候調査票(CFSI)」を,小学生･中学生

向けに改変して実施した。さらに,彼らの睡眠や食生

活,塾や部活動の実態などの日常生活に関する調査を

並行して行なった。これらから,小中学生の蓄積的疲

労と日常生活習慣の関連を検討し,次の結果を得た。

1.全データを用いて, CFS Iの81項目を変数と

して因子分析を行ったところ,因子1(一做的および

蓄積的疲労感),因子2(精神的な不安感),因子3(勉

強に対する意欲低下),因子4(抑うつ感(気分の停滞

感)),因子5(学校に対する不満),因子6(イライラ

の状態)の6つの因子が抽出された。

2.「因子1(疲労感)」は小学生女子が高く,小学

生男子が低いという特徴がでていた。「因子2(不安

感)」は女子の方が男子より有意に高かった。「因子3

(勉強意欲低下)」は校種や性別による違いは認めず,

「因子4(抑うつ感)」は小学生の方が高い校種の差を

見いだした。「因子5(学校への不満)」も小学生が中

学生より有意に高く,「因子6(イライラ感)」は男子

より女子の方が有意に高かった。

3.小学生男子の疲労感(因子1)に強い関連をも

つのが朝食と自由時間で,不安感(因子2)が強いの

は起床時刻が6時前の児童,睡眠時間が短い児童に多

かった。抑うつ感(因子4)も起床時刻が6時前の児

童の平均値が高かった。勉強の意欲低下(因子3)は

塾に通っていない児童に高く,学校に対する不満(因

子5)は朝食の欠食がある児童と,自宅での勉強時間

がほとんどないかまたは1時間を超える群に高かっ

た。イライラ感(因子6)は睡眠時間が短い児童がや

や高かったが有意ではなかった。 しかし,小学生女子

の場合は,全般的に蓄積的疲労因子と生活習慣と関連

-

が薄かった。

4.中学生では男女ともに疲労感(因子1)と自由

時間のなさで,不安感(因子2)との関連では,小学

生男子と異なり,部活動が運動部であることと部活動

が積極的であることが,不安感がより小さい要因と

なっていた。勉強の意欲低下(因子3)は勉強時間が

少ないほど高く,部活動に積極的でない者も高かった。

学校に対する不満(因子5)は,起床時刻が6時前か

7時以降の群。朝食の欠食がある生徒,自由時間がな

いと答えた生徒,自宅での勉強時間がほとんどないと

答えた生徒などに多かった。イライラ感(因子6)は,

朝食の欠食がある生徒の方がいつも食べる生徒より有

意に高かった。

小中学生の蓄積疲労は,彼らの生活実態をよく反映

していたが,近年の子どもを取り巻く環境変化によっ

てどのような変化をするかを,さらに検討する必要が

ある。
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